新温泉町湯・細田地区まちなか景観形成地区自己評価書（建築物）
（指定地区全域。ただし、国道９号沿い、春木川・稲負谷川沿い、旧街道・中心市街地、京口・竪町・中町通り及び愛宕・清正・焼け地蔵通りを除く）
(1)地区の目標

以下のことを目標に、活気と魅力あるまちづくりに資する景観形成を図る。

・地域住民が暮らしやすく、誇りに思えるようなまちづくり、環境づくり
・温泉情緒を求めて訪れる観光客が楽しめ、また訪れたくなるような環境づくり
　(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	位置
	国道沿いや川沿いの遊歩道等地区内の主要な眺望点から見て、市街地を囲む山並みなどの自然景観要素及び清正公園への眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	
	幅員４ｍ未満の道路に接する場合には、建築物等を道路から後退するよう努める。
	
	

	
	
	まちなみの連続性に配慮し、道路に面する壁面の位置は隣接する建築物の壁面にそろえるよう努める。
	
	

	
	
	清正公園のモニュメントへの眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	屋根
	原則として、切妻平入りとする。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色系とし、色相が５ＹＲから10ＹＲまで、または10Ｂから10ＰＢまでとする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度３以下、彩度２以下

2 色相が10Ｂから10ＰＢまでは、明度７以下、彩度２以下

3 無彩色は、明度６以下
	
	

	
	外壁
	植栽帯や生け垣、壁面緑化等による道路または河川景観の緑化に努める。
	
	

	
	
	材料は、自然系の素材を用いるよう努める。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色または茶系とする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度２以上６以下、彩度５以下
2 無彩色は明度２以下または９以上

ただし、自然素材を用いる場合はこの限りでない。
	
	


	
	建築

設備
	空調機等を設置する場合は、道路や川沿いの遊歩道から見えにくい位置に設置する。やむを得ずこれらから見える場所に設置する場合は周辺景観に配慮した目隠しを設けるよう努める。
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	外構
	敷地境界に塀等を設ける場合は、板塀または垣根とするよう努める。
	
	

	
	掲出物
	規模・数量は必要最低限とする。
	
	

	
	
	自家用広告物以外の掲出は控えるよう努める。
	
	

	
	
	周辺景観との調和に配慮し、著しく彩度の高いものは設けない。
	
	

	
	植栽
	積極的に植栽を施し、緑化に努めるものとし、特に、道路及び河川との境界部分の緑化に努める。
	
	


新温泉町湯・細田地区まちなか景観形成地区自己評価書（建築物／国道９号沿い）
(1)地区の目標

以下のことを目標に、活気と魅力あるまちづくりに資する景観形成を図る。

・地域住民が暮らしやすく、誇りに思えるようなまちづくり、環境づくり

・温泉情緒を求めて訪れる観光客が楽しめ、また訪れたくなるような環境づくり
　(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	位置
	国道沿いや川沿いの遊歩道等地区内の主要な眺望点から見て、市街地を囲む山並みなどの自然景観要素及び清正公園への眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	
	幅員４ｍ未満の道路に接する場合には、建築物等を道路から後退するよう努める。
	
	

	
	
	まちなみの連続性に配慮し、道路に面する壁面の位置は隣接する建築物の壁面にそろえるよう努める。
	
	

	
	
	清正公園のモニュメントへの眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	高さ
	階数は３階以下とする。ただし、４階以上とする場合は、２階の屋根の高さまで下屋を設けるなど、周囲の景観やまちなみの連続性に調和させるよう努める。
	
	

	
	
	国道９号や地区内の主要な眺望点から見て、まちなみの背景となる山のスカイラインを切らないような高さとするよう努める。
	
	

	
	屋根
	原則として、切妻平入りとする。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色系とし、色相が５ＹＲから10ＹＲまで、または10Ｂから10ＰＢまでとする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度３以下、彩度２以下

2 色相が10Ｂから10ＰＢまでは、明度７以下、彩度２以下

3 無彩色は、明度６以下
	
	

	
	外壁
	植栽帯や生け垣、壁面緑化等による道路または河川景観の緑化に努める。
	
	

	
	
	材料は、自然系の素材を用いるよう努める。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色または茶系とする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度２以上６以下、彩度５以下
2 無彩色は明度２以下または９以上

ただし、自然素材を用いる場合はこの限りでない。
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	建具
	意匠・色彩は周囲の景観との調和に配慮する。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等を設置する場合は、道路や川沿いの遊歩道から見えにくい位置に設置する。やむを得ずこれらから見える場所に設置する場合は周辺景観に配慮した目隠しを設けるよう努める。
	
	

	
	外構
	敷地境界に塀等を設ける場合は、板塀または垣根とするよう努める。
	
	

	
	
	道路沿いに店舗等の駐車場を設ける場合は、通りの景観に配慮し、歩道と接する部分には、入り口部分を除き植栽帯を設けるよう努める。
	
	

	
	掲出物
	規模・数量は必要最低限とする。
	
	

	
	
	自家用広告物以外の掲出は控えるよう努める。
	
	

	
	
	周辺景観との調和に配慮し、著しく彩度の高いものは設けない。
	
	

	
	植栽
	積極的に植栽を施し、緑化に努めるものとし、特に、道路及び河川との境界部分の緑化に努める。
	
	


新温泉町湯・細田地区まちなか景観形成地区自己評価書

（建築物／春木川・稲負谷川沿い）
(1)地区の目標

以下のことを目標に、活気と魅力あるまちづくりに資する景観形成を図る。

・地域住民が暮らしやすく、誇りに思えるようなまちづくり、環境づくり

・温泉情緒を求めて訪れる観光客が楽しめ、また訪れたくなるような環境づくり
　(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	位置
	国道沿いや川沿いの遊歩道等地区内の主要な眺望点から見て、市街地を囲む山並みなどの自然景観要素及び清正公園への眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	
	幅員４ｍ未満の道路に接する場合には、建築物等を道路から後退するよう努める。
	
	

	
	
	まちなみの連続性に配慮し、道路に面する壁面の位置は隣接する建築物の壁面にそろえるよう努める。
	
	

	
	
	清正公園のモニュメントへの眺望を遮らないよう努める。
	
	


	
	高さ
	階数は２階以下とする。ただし、３階以上とする場合は、２階の屋根の高さまで下屋を設けるなど、周囲の景観やまちなみの連続性に調和させるよう努める。
	
	

	
	
	国道９号、河川の遊歩道等地区内の主要な眺望点から見て、まちなみの背景となる山のスカイラインを切らないような高さとするよう努める。
	
	

	
	屋根
	原則として、切妻平入りとする。
	
	

	
	
	仕上げは、いぶし瓦又は鉄砂瓦を基本とする。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色系とし、色相が５ＹＲから10ＹＲまで、または10Ｂから10ＰＢまでとする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度３以下、彩度２以下

2 色相が10Ｂから10ＰＢまでは、明度７以下、彩度２以下
3 無彩色は、明度６以下
	
	

	
	外壁
	植栽帯や生け垣、壁面緑化等による道路または河川景観の緑化に努める。
	
	

	
	
	材料は、自然系の素材を用いるよう努める。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色または茶系とする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度２以上６以下、彩度５以下
2 無彩色は明度２以下または９以上

ただし、自然素材を用いる場合はこの限りでない。
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	建具
	周囲の景観との調和に配慮した意匠とし、色彩は茶褐色系とする。また、木製とすることが望ましい。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等を設置する場合は、道路や川沿いの遊歩道から見えにくい位置に設置する。やむを得ずこれらから見える場所に設置する場合は周辺景観に配慮した目隠しを設けるよう努める。
	
	

	
	壁面

設備
	物干台、物置等は裏側であることを意識させるようなものを川に面して設けないよう努める。やむを得ず、これらを川の遊歩道から見える場所に設置する場合には、川の景観に配慮した目隠しを設けるよう努める。
	
	

	
	
	敷地前面を駐車場とする場合は、板塀等を設ける等まちなみの連続性に配慮する。
	
	

	
	外構
	敷地境界に塀等を設ける場合は、板塀または垣根とするよう努める。
	
	

	
	掲出物
	規模・数量は必要最低限とする。
	
	

	
	
	自家用広告物以外の掲出は控えるよう努める。
	
	

	
	
	周辺景観との調和に配慮し、著しく彩度の高いものは設けない。
	
	

	
	植栽
	積極的に植栽を施し、緑化に努めるものとし、特に、道路及び河川との境界部分の緑化に努める。
	
	


新温泉町湯・細田地区まちなか景観形成地区自己評価書
（建築物／旧街道・中心市街地、京口・竪町・中町通り及び愛宕・清正・焼け地蔵通り）
(1)地区の目標

以下のことを目標に、活気と魅力あるまちづくりに資する景観形成を図る。
・地域住民が暮らしやすく、誇りに思えるようなまちづくり、環境づくり

・温泉情緒を求めて訪れる観光客が楽しめ、また訪れたくなるような環境づくり
　(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	位置
	国道沿いや川沿いの遊歩道等地区内の主要な眺望点から見て、市街地を囲む山並みなどの自然景観要素及び清正公園への眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	
	幅員４ｍ未満の道路に接する場合には、建築物等を道路から後退するよう努める。
	
	

	
	
	まちなみの連続性に配慮し、道路に面する壁面の位置は隣接する建築物の壁面にそろえるよう努める。
	
	

	
	
	清正公園のモニュメントへの眺望を遮らないよう努める。
	
	

	
	高さ
	階数は２階以下とする。ただし、３階以上とする場合は、２階の屋根の高さまで下屋を設けるなど、周囲の景観やまちなみの連続性に調和させるよう努める。
	
	

	
	
	国道９号、河川の遊歩道等地区内の主要な眺望点から見て、まちなみの背景となる山のスカイラインを切らないような高さとするよう努める。
	
	

	
	屋根
	原則として、切妻平入りとする。
	
	

	
	
	仕上げは、いぶし瓦又は鉄砂瓦を基本とする。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色系とし、色相が５ＹＲから10ＹＲまで、または10Ｂから10ＰＢまでとする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度３以下、彩度２以下

2 色相が10Ｂから10ＰＢまでは、明度７以下、彩度２以下
3 無彩色は、明度６以下
	
	

	
	外壁
	植栽帯や生け垣、壁面緑化等による道路または河川景観の緑化に努める。
	
	

	
	
	材料は、自然系の素材を用いるよう努める。
	
	

	
	
	基調となる色彩は、黒、灰色または茶系とする。

1 色相が５ＹＲから10ＹＲまでは、明度２以上６以下、彩度５以下
2 無彩色は明度２以下または９以上

ただし、自然素材を用いる場合はこの限りでない。
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	建具
	周囲の景観との調和に配慮した意匠とし、色彩は茶褐色系とする。また、木製とすることが望ましい。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等を設置する場合は、道路や川沿いの遊歩道から見えにくい位置に設置する。やむを得ずこれらから見える場所に設置する場合は周辺景観に配慮した目隠しを設けるよう努める。
	
	

	
	外構
	敷地境界に塀等を設ける場合は、板塀または垣根とするよう努める。
	
	

	
	
	敷地前面を駐車場とする場合は、板塀等を設ける等まちなみの連続性に配慮する。
	
	

	
	掲出物
	規模・数量は必要最低限とする。
	
	

	
	
	自家用広告物以外の掲出は控えるよう努める。
	
	

	
	
	周辺景観との調和に配慮し、著しく彩度の高いものは設けない。
	
	

	
	植栽
	積極的に植栽を施し、緑化に努めるものとし、特に、道路及び河川との境界部分の緑化に努める。
	
	


新温泉町湯・細田地区まちなか景観形成地区自己評価書（工作物／指定区域全域）
(1)地区の目標

以下のことを目標に、活気と魅力あるまちづくりに資する景観形成を図る。

・地域住民が暮らしやすく、誇りに思えるようなまちづくり、環境づくり

・温泉情緒を求めて訪れる観光客が楽しめ、また訪れたくなるような環境づくり
　(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	工　作　物
	周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色彩は、けばけばしくならないものとし、周囲の景観との調和に努める。
	
	

	
	川に架かる橋は、和風の意匠を基本とし、まちなみ景観との調和に配慮するとともに、ライトアップ等による景観創出を図る。
	
	

	
	地区内の墓地は、周辺の緑化等を行い、国道９号等地区内の主要な眺望点から、直接墓地が見えないよう配慮する。
	
	


